
 

 

第２号様式（第２条、第４条、第５条、第６条関係）   

 

建 築 物 計 画 書

敷 地 の 地 目 
（１） 田   （２） 畑  （３） 山林  （４） 宅地  
（５） 原野 （６） その他（         ） 
現況地目について、該当する番号を□で囲ってください。 

敷 地 の 所 有 別 
（１） 自己所有地 （２） 借地 （３） 公有地 

該当する番号を□で囲ってください。自己所有地以外の場合は、土地の使用承

諾書を添付してください。 

工 事 種 別 
（１） 新築 （２） 増築 （３） 改築 （４） 移転 

該当する番号を□で囲ってください。 

工 種 種 別 
（１） 地上 （２） 地下 （３） 仮設 

該当する番号を□で囲ってください。 

仮設の場合の設置期間 
年  月  日から      年  月  日まで 

仮設の建築物の場合、設置期間を記載してください。なお、仮設の期間は原則

１年以内としてください。 

既存建築物の高さ、 
床 面 積 及 び 構 造 

高 さ（地上）：2.3ｍ  床面積：25.20㎡ 

構 造：木造1階 

増築の場合は、既存建築物の高さ・床面積・構造について記載してください。 

用 途 
専用住宅 

建築物の用途を記載してください。 

建築物が地面と接する 

位 置 の 高 低 差 

2.0ｍ 
平均ＧＬが生じない場合は「０ｍ」としてください。平均ＧＬが生じる場合

は、最も高い地点と最も低い地点の高低差を記載してください。 

※高低差については、原則６ｍ以内としてください。 

構 造 

構 造 
木造 

申請建築物の構造について記載してください。 

高 さ 

地上    7.8ｍ 

最高の高さについて記載し

てください。増築の場合に

は、増築部分の最高高さを

記載してください。 

階 数 

地上2階地下1階 

階数について記載して

ください。増築の場合

には、増築部分の階数

を記載してください。 

敷 地 面 積 
                        340.50㎡ 

敷地面積を記載してください。また、敷地求積図を添付してください。 

建 築 面 積 
今回申請
建築面積 

80.30㎡ 
建築面積を記載してくださ

い。増築の場合には、増築

部分の建築面積を記載して

ください。 

既存建
築面積 

25.20㎡ 

 
増築の場合には、既存建築

物の建築面積を記載してく

ださい。 

記入例 



 

 

今 回 申 請 床 面 積 

160.60㎡ 

 
延べ床面積を記載してください。

増築の場合には、増築部分の延べ

床面積を記載してください。 

合計床面積 

185.80㎡ 
増築の場合には、既存建築

物と増築部分の延べ床面積

を合計したものを記載して

ください。 

建 蔽 率 建築面積／敷地面積×100 
31.00％ 

建蔽率を記載してください。 

壁面から境界までの距離 
道路に接
する部分 

1.80ｍ 

道路境界線からの距離

のうち、最短のものを

記載してください。 

そ の 他 
の 部 分 

1.32ｍ 

隣地境界線からの距離

のうち、最短のものを

記載してください。 

 屋 根 材質等 ガルバリウム鋼
板 色 彩 灰色（N4） 

建築物の意匠 外 壁 仕上げ 窯業系サイディ
ング 色 彩 ベージュ（2.5Y8/2） 

 その他 材質等 化粧板 
(デッキ部分） 色 彩 茶色（5YR7/4） 

屋根、外壁、その他の部分（破風、ドア、外付け階段、デッキ等）の素材、色彩を記載してください。 

また、色彩判断資料（素材のカタログなど）を添付してください。 

緑 地 率 

緑 地 面 積 

35.0㎡ 

緑地面積を記載してください。新規に植栽を行

う場合は、パンフレットを参考に算定を行って

ください。 

緑地面積／敷地面積×100 

10.3％ 

緑地率を記載してください。 

（小数点第２位を四捨五入してくださ

い。） 

敷地内の木竹の有無   

有・無 
木竹の有無につい

て、該当する方を

□で囲ってくださ

い。 

木 竹 の 伐 採 の 有 無 

有・無 
伐採を行う場合は

木竹伐採計画書を

添付してくださ

い。 

そ の 他  

備考 １ 構造の欄のうち、高さについては、地盤面からの高さを記入してください。 

２ 色彩の欄の（  ）内には、マンセル値を記入し、新たに建築する部分の色彩判断

資料を添付してください。 

 


